
サーバー障害時の電子カルテ運用

「サーバー稼働状況閲覧システム」



「サーバー稼働状況閲覧システム」とは

システムの動作遅延や障害時に、各医療機関様にて早期に原因を把握できることを目的にしたシステムです。

端末単位に、下記のような情報を参照していただくことができます。

① 各医療機関様の院内のネットワーク稼働状況

② 弊社と各医療機関様の間のインターネット通信経路が正常かどうかの確認

③ 弊社サーバーの稼働状況/反応速度の低下の有無
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「サーバー稼働状況閲覧システム」起動方法

①デスクトップランチャーにあるアイコンから起動します。(OPEN/CLOSEボタンで開閉します )

②初めて起動すると、サーバー稼働状況閲覧システムを表示するためのプログラムを自動でダウンロードします。

③ダウンロードが終わると、サーバー稼働状況閲覧システムを表示します。
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サーバー稼働状況閲覧システム

※2回目以降、サーバー稼働状況閲覧システムを起動する
とプログラムはダウンロード済みなので、すぐにサーバー稼働状
況閲覧システムを表示します。



「サーバー稼働状況閲覧システム」起動方法

①デスクトップ上の「MAPsシリーズ」フォルダをダブルクリックし、その中の「サーバー稼働状況閲覧システム_起動」をクリックします。

②初めて起動すると、サーバー稼働状況閲覧システムを表示するためのプログラムを、自動でダウンロードします。

③ダウンロードが終わると、サーバー稼働状況閲覧システムを表示します。
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＜デスクトップランチャーがデスクトップにない場合＞

ダブルクリック

※2回目以降、サーバー稼働状況閲覧システムを起動する
とプログラムはダウンロード済みなので、すぐにサーバー稼働状
況閲覧システムを表示します。




